
№ 事業名 事業概要 事業始期 事業終期 事業実績 事業の効果

交付金充当額（円）

1 学校給食費補助金

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う子

育て世帯の経済支援のため町立小中学校

在籍児童生徒等への給食費無償化の実施

R2.5 R3.3 61,371,476 60,000,000

町立小中学校６校に在籍している小中学生及び区域外

通学をしている小中学生へ助成を行った。

（その他支援制度対象者は対象外）

交付先：町学校給食会等

小中学校の給食費の無償化により、子育

て世帯への経済的負担の軽減が図られ

た。

2
GIGAスクール構想整備

事業

GIGAスクール構想に対応するための教員

用端末の購入
R2.10 R3.3 4,133,560 4,133,000

GIGAスクール構想事業に沿った学習系ネットワーク用

教員タブレットPC92台の購入を行った。

児童生徒用と同型の機器を教員用にも導

入する事により操作方法の指導が容易と

なり、ICT等の教育活動の深化が図れた。

3
学校保健特別対策事業費

補助金

集団感染のリスクを避けるため、マス

ク・消毒液・体温計等の消耗品を購入
R2.6 R2.12 368,017 181,000

マスク、アルコール消毒薬、液体石鹸、体温計等の購

入を行った。

（国庫補助事業：学校保健特別対策事業費（感染症対

策のためのマスク等購入支援事業））

新型コロナ感染症対策に係る消毒薬等が

著しく不足している中で当該事業を実施

することにより、在庫の枯渇を防ぐ事が

できた。

4
学校保健特別対策事業費

補助金

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等

のため学校が必要とする消耗品、備品購

入の支援

R2.10 R3.3 7,371,353 3,500,000

消毒薬、大型扇風機、サーキュレーター、アクリル

パーテション、大型ディスプレイ等の消耗品及び備品

の購入を行った。

（国庫補助事業：学校保健特別対策事業費（学校再開

に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業））

上記補助事業（感染症対策のためのマス

ク等購入支援事業）と連続して当該事業

を実施する事で、感染症対策の徹底及び

学習保証を図る事ができた。

5
修学旅行バス借り上げ事

業

修学旅行の際、バス内での密接を避ける

ため、貸し切りバスの台数追加及び型の

変更を行い、感染症対策を図る。

R2.10 R3.2 725,620 725,000

富田小学校：大型バス1台増　124,950円、新田小学

校：大型バス1台を大型バス2台へ変更143,140円、上新

田小学校：小型バス1台を大型バス1台へ変更　58,230

円、新田中学校：大型バス1台増　399,300円　合計

725,620円

バス内での３密の緩和が図れたため修学

旅行を原因とした感染は防止された。

6
GIGAスクール構想整備

事業

学校の臨時休業等の期間中も切れ目ない

学習環境を提供するため児童生徒一人一

台のパソコンの購入を行う。

R2.10 R3.3 22,599,790 22,599,000

国庫補助である公立学校情報機器整備費補助金（公立

学校情報機器購入事業）で補助対象外であった「3人に

1台分」（地方交付税措置分）のうち未整備分であった

タブレットPC503台の購入を行った。

全児童生徒用タブレットPCを同型の機器

とすることにより操作方法の指導が容易

となり、ICT等の教育活動の深化が図れ

た。

7
学校臨時休業対策費補助

金

政府の一斉臨時休業の要請を受けた令和2

年3月2日から春休みまでの臨時休業期間

中に生じた給食食材費相当部分に係る納

入業者への補償金

R2.4 R2.8 851,130 213,000

新型コロナウイルス感染症拡大による小・中学校の臨

時休業期間中の学校給食停止に伴い、学校給食納入業

者に対して既に発注されていた食材費851,130円の補償

金を支払った。

支払先：宮崎県学校給食会

突然の休業に伴う学校給食納入業者の損

害を救済することができた。

総事業費（円）

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績及び効果検証等（教育総務課）


